




 

 PMD 症の障害度が、進行するに伴い、靴をはく事を煩わしく感じたり、材質

や型の不適合から、素足による歩行が多くなるなど患児(者)の安全性や行動範

囲に、極めて密接な関連がある事が、日常患児(者)を観察する中でわかった。 

 独立歩行から、車椅子使用の生活に移行する時期の不安定な歩行状況をより

安全で、快適なものとし、行動範囲を拡げ、精神面においても好ましい影響を

与えることを目的とした。 

 まず従来着用の靴、その他の履き物の重量材質などについて比較検討してみ

た。その結果、従来の物は、PMD 症児(者)のはき物として不適当な点が多く、

患児(者)の意見も含め、次のような条件を出した。重量は進行に伴う筋力低下

を考慮し、より軽い物であること、底の材質は滑りにくく、しかも足運びが、

スムーズに出来るもの、側面と甲の部分は、通気性と保温力に富むもの、型は、

患児(者)個々の足との密着度が高く、着脱が容易なものなどの条件がわかった。 


